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  東北海岸トレイル構想モニターツアー   

ツアー行程資料 

【 はじめに～本ツアーの目的など 】 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震に起因する東日本大震災は、

特に東北地方太平洋沿岸地域に甚大な影響をもたらしました。多くの人命や人々の財産が

失われ、またこれまで地域を支えてきた第一次産業にも大きな被害を残しました。 

環境省では、東北地方太平洋沿岸の美しい自然や人々と自然との関わり、歴史や文化な

どを復興に活かすべく、三陸復興国立公園（仮称）及び東北海岸トレイル（仮称）につい

て検討を開始しています。 

東北海岸トレイルは、車でスポット的に自然の風景地を訪れるこれまでの観光スタイル

に対し、歩きながら時間をかけて東北の自然や文化の奥深さを体験し、知る機会を提供し

ようとするものです。 

この構想の具体化にあたっては、東北海岸トレイルを実現し利用を推進していくうえで

の課題や東北海岸トレイルに対するニーズ、可能性などについて幅広く情報収集をする必

要があります。 

本モニターツアーは、東北海岸トレイル構想をとりまとめるための調査検討の一つとし

て実施するもので、公募で選ばれたモニターのみなさんに、東北海岸トレイルとして想定

されるルートの一部をガイドとともに歩いて体験していただき、その上で、ツアー中の意

見交換やアンケートへのご協力をお願いするものです。 

 

【 実施日 】 

第 1 回 平成 24 年 3 月 17 日(土)～3 月 18 日（日）（１泊２日） 

【 実施場所 】 

１日目：陸中海岸国立公園自然歩道 大沢海岸～姉ヶ崎展望台（宮古市） 

宿泊地：グリーンピア三陸みやこ（宮古市） 

２日目：陸中海岸国立公園自然歩道 田老漁港～陸中真崎灯台（宮古市） 

 

大沢海岸 山王岩 
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【 ツアー行程 】 

＜第１日目＞ 3 月 17 日（土） 

トレイル場所：陸中海岸国立公園自然歩道 大沢海岸～姉ヶ崎展望台（宮古市） 

見どころ：日出島、潮吹穴、姉ヶ崎展望台など 

時 間 場 所 備 考 

07:16 はやて 101 号新青森行乗車  

10:15 盛岡駅着、貸切バスに乗り換え 車内にてお弁当昼食 

12:50 浄土ヶ浜ビジターセンター着 トイレ 

13:10 大沢海岸よりトレイル出発  

16:40 姉ヶ崎展望台に到着 トイレ 

17:00 休暇村陸中宮古を出発  

18:00 グリーンピア三陸みやこに到着  

19:00 夕食、意見交換会  

※時間は予定です。行程は当日の天候等により変更となる場合があります。 

 

【 宿泊所について 】 

グリーンピア三陸みやこ 

〒027-0373 岩手県宮古市田老向新田 148 

TEL 0193-87-5111 FAX 0193-87-5118 

  

・宿泊は参加者の相部屋となります。お部屋割りは到着時にお知らせします。 

・夕食場所は１Ｆ『明神の間』です。 

・朝食場所は２Ｆ『やまぼうし』です。朝 7:00 からご利用できます。 

  バイキング形式です、食券をご持参ください。 

・お風呂は２Ｆ『太陽の湯』をご利用ください。（夜は 00：30 まで/朝は 5:00 から） 

・フロントは２Ｆ、内線は 9 番です。 

・宿泊所における朝食、夕食はツアーに含まれます（料金負担無し。ただし夕食時の飲

物は含みません）。各日程の昼食はお弁当を用意しております（各自で料金負担願いま

す）。 

・宿泊所であるグリーンピア三陸みやこは現在、震災による影響は特にありませんが、

一部が診療所として利用されています。また、宿泊者は復旧工事関係者の方が大変多

い状況です。こうした事情についてもご承知おきください。 
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＜第２日目＞ 3 月 18 日（日） 

トレイル場所：陸中海岸国立公園自然歩道 田老漁港～陸中真崎灯台（宮古市） 

見どころ：山王岩、沢尻海岸、真崎の海蝕崖など 

時 間 場 所 備 考 

07:00 宿泊所で朝食 バイキング形式 

08:00   宿泊所からバス出発  

08:30 田老漁港よりトレイル出発  

11:00 真崎灯台入口に到着  

11:15 道の駅たろう道路情報館でお弁当昼食 トイレ 

13:00 バスで浄土ヶ浜に到着 蛸の浜散策など 

15:00 浄土ヶ浜駐車場からバス出発  

17:20 盛岡駅前に到着  

18:07 はやて 36 号東京行に乗車  アンケートへの記入 

20:36 東京駅着、解散 アンケート回収 

※時間は予定です。行程は当日の天候等により変更となる場合があります。 

 

【 その他留意事項 】 

・貸切バスを使用しますのでトレイル行程間は貴重品以外の荷物をバス内に置くことが

できます。 

・今回のトレイルコースには震災により破損した箇所もございます、案内において十分

な注意を促しますが、ご留意ください。 

・震災によるトイレの被害が多く、今回のコース上においてもトイレが全く無い区間が

ございます。トイレ休憩の取れない時間は極力３～４時間に押さえる予定ですが、ご

不便をおかけすることになりますので、予めご了承ください。 

・無理をなさらず体調管理にお気をつけください。もし体調不良を感じられましたら、

早めに事務局スタッフまでお知らせください。 

・今回ツアーご参加の方全員に期間中の国内旅行傷害保険（朝日火災海上保険）をおか

けしています。 

・本ツアーのお申し込みや実施に関連して提供いただいた個人情報については、本ツア

ーの以外の目的で使用しないことを堅くお約束します。 
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【 全体案内図 】 

・トレイル場所の詳細は別紙案内図を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ツアー主催者など 】 

主催：環境省自然環境局 

事務局：株式会社 東京ランドスケープ研究所 

〒160-0022 東京都新宿区新宿 2-6-4 KN 新宿ビル 3F 

TEL 03-5919-2288 FAX 03-5919-2290 

＜ツアー中の連絡先＞０９０－１４２４－１１１６ 染森 

０８０－６５２９－６８６４ 羽田 

協力旅行代理店：名鉄観光サービス株式会社 新宿支店 
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  東北海岸トレイル構想モニターツアー   

ツアー行程資料 

【 はじめに～本ツアーの目的など 】 

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東北地方太平洋沖地震に起因する東日本大震災は、

特に東北地方太平洋沿岸地域に甚大な影響をもたらしました。多くの人命や人々の財産が

失われ、またこれまで地域を支えてきた第一次産業にも大きな被害を残しました。 

環境省では、東北地方太平洋沿岸の美しい自然や人々と自然との関わり、歴史や文化な

どを復興に活かすべく、三陸復興国立公園（仮称）及び東北海岸トレイル（仮称）につい

て検討を開始しています。 

東北海岸トレイルは、車でスポット的に自然の風景地を訪れるこれまでの観光スタイル

に対し、歩きながら時間をかけて東北の自然や文化の奥深さを体験し、知る機会を提供し

ようとするものです。 

この構想の具体化にあたっては、東北海岸トレイルを実現し利用を推進していくうえで

の課題や東北海岸トレイルに対するニーズ、可能性などについて幅広く情報収集をする必

要があります。 

本モニターツアーは、東北海岸トレイル構想をとりまとめるための調査検討の一つとし

て実施するもので、公募で選ばれたモニターのみなさんに、東北海岸トレイルとして想定

されるルートの一部をガイドとともに歩いて体験していただき、その上で、ツアー中の意

見交換やアンケートへのご協力をお願いするものです。 

 

【 実施日 】 

第２回 平成 24 年 3 月 19 日(月)～3 月 20 日（火）（１泊２日） 

【 実施場所 】 

１日目：陸中海岸国立公園自然歩道 姉吉～とどヶ崎灯台（宮古市） 

宿泊地：グリーンピア三陸みやこ（宮古市） 

２日目：陸中海岸国立公園自然歩道 漉磯歩道口～ロラン局跡（山田町） 

 

姉吉漁港 日本最東端の地 
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【 ツアー行程 】 

＜第１日目＞3 月 19 日（月） 

トレイル場所：陸中海岸国立公園自然歩道 姉吉～とどヶ崎灯台（宮古市） 

見どころ：姉吉漁港（津波高最高値）、本州最東端の地など 

時 間 場 所 備 考 

07:16 はやて 101 号新青森行乗車  

10:15 盛岡駅着、貸切バスに乗り換え 車内にてお弁当昼食 

13:40 姉吉漁港に到着、トレイル出発  

15:00 とどヶ崎灯台に到着  

16:15 姉吉漁港に到着、バス出発  

17:15 浄土ヶ浜ビジターセンターに到着 トイレ、奥浄土ヶ浜散策 

18:15 グリーンピア三陸みやこに到着  

19:15 夕食、意見交換会  

※時間は予定です。行程は当日の天候等により変更となる場合があります。 

 

【 宿泊所について 】 

グリーンピア三陸みやこ 

〒027-0373 岩手県宮古市田老向新田 148 

TEL 0193-87-5111 FAX 0193-87-5118 

  

・宿泊は参加者の相部屋となります。お部屋割りは到着時にお知らせします。 

・夕食場所は１Ｆ『明神の間』です。 

・朝食場所は２Ｆ『やまぼうし』です。朝 7:00 からご利用できます。 

  バイキング形式です、食券をご持参ください。 

・お風呂は２Ｆ『太陽の湯』をご利用ください。（夜は 00：30 まで/朝は 5:00 から） 

・フロントは２Ｆ、内線は 9 番です。 

・宿泊所における朝食、夕食はツアーに含まれます（料金負担無し。ただし夕食時の飲

物は含みません）。各日程の昼食はお弁当を用意しております（各自で料金負担願いま

す）。 

・宿泊所であるグリーンピア三陸みやこは現在、震災による影響は特にありませんが、

一部が診療所として利用されています。また、宿泊者は復旧工事関係者の方が大変多

い状況です。こうした事情についてもご承知おきください。 
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＜第２日目＞3 月 20 日（火） 

トレイル場所：陸中海岸国立公園自然歩道 漉磯歩道口～ロラン局跡（山田町） 

見どころ：林間からの海蝕崖など 

時 間 場 所 備 考 

07:00 宿泊所で朝食 バイキング形式 

07:30   宿泊所からバス出発  

09:15 漉磯歩道口よりトレイル出発  

12:35 ロラン局跡に到着  

13:00 山田町かき小屋でお弁当昼食 トイレ 

15:20 浄土ヶ浜駐車場からバス出発  

17:40 盛岡駅前に到着  

18:07 はやて 36 号東京行に乗車  アンケートへの記入 

20:36 東京駅着、解散 アンケート回収 

※時間は予定です。行程は当日の天候等により変更となる場合があります。 

 

【 その他留意事項 】 

・貸切バスを使用しますのでトレイル行程間は貴重品以外の荷物をバス内に置くことが

できます。 

・今回のトレイルコースには震災により破損した箇所もございます、案内において十分

な注意を促しますが、ご留意ください。 

・震災によるトイレの被害が多く、今回のコース上においてもトイレが全く無い区間が

ございます。トイレ休憩の取れない時間は極力３～４時間に押さえる予定ですが、ご

不便をおかけすることになりますので、予めご了承ください。 

・無理をなさらず体調管理にお気をつけください。もし体調不良を感じられましたら、

早めに事務局スタッフまでお知らせください。 

・今回ツアーご参加の方全員に期間中の国内旅行傷害保険（朝日火災海上保険）をおか

けしています。 

・本ツアーのお申し込みや実施に関連して提供いただいた個人情報については、本ツア

ーの以外の目的で使用しないことを堅くお約束します。 
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【 全体案内図 】 

・トレイル場所の詳細は別紙案内図を参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ツアー主催者など 】 

主催：環境省自然環境局 

事務局：株式会社 東京ランドスケープ研究所 

〒160-0022 東京都新宿区新宿 2-6-4 KN 新宿ビル 3F 

TEL 03-5919-2288 FAX 03-5919-2290 

＜ツアー中の連絡先＞０９０－１４２４－１１１６ 染森 

０８０－６５２９－６８６４ 羽田 

協力旅行代理店：名鉄観光サービス株式会社 新宿支店 
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東北海岸トレイル（仮）構想
について

環境省

三陸復興国立公園(仮称)推進チーム

復興に向けた環境省の取組

廃棄物対策、被災ペット対策、除染…

東北の自然環境を生かした復興への取組

三陸復興国立公園(仮称)の創設

エコツーリズムの推進

東北海岸トレイル

＜効果的な実施に向けて＞

・地域の復興計画との調和
・他省庁の施策・ジオパークなどの取組と
の連携
・国際的な情報発信
・多様な主体が参加・協働する
プラットフォームの形成

三陸地域の自然公園等を活用した復興の考え方
中央環境審議会の答申（2012/3/9）

＜背景＞

■東日本大震災
・自然環境、自然公園施設・自然体験型利用への影響
・自然の脅威とのかかわり方の再考、価値観やライフ
スタイルの転換点

■自然と人とのかかわり
・沿岸の大風景（三陸海岸：海食崖・リアス海岸、
松島：多島海、仙台湾：砂浜・湿地）
・津波、やませなどの厳しい自然
・豊かな自然に支えられた地域のくらし、文化、産業、
里山・里海

＜基本理念＞

国立公園の創設を核とした
グリーン復興

-森・里・川・海が育む自然とともに歩む復興-

・三陸復興国立公園の創設を始めとした様々な取組を通じて、森・里・
川・海のつながりにより育まれてきた自然環境と地域のくらしを後世に
伝え、自然の恵みと脅威を学びつつ、それらを活用しながら復興する
・自然は地域のくらしの基盤、「自然と共に生きる」持続可能な社会の
構築、自然環境への影響への配慮も重要

＜基本方針＞

① 自然の恵みの活用
② 自然の脅威を学ぶ
③ 森・里・川・海のつながりを強める

グリーン復興プロジェクト

①三陸復興国立公園の創設（自然公園の再編成）

②里山・里海フィールドミュージアムと施設整備

③地域の宝を活かした自然を深く楽しむ旅（復興エコツーリズム）

④南北につなぎ交流を深める道（東北海岸トレイル）

⑤森・里・川・海のつながりの再生

⑥持続可能な社会を担う人づくり（ESD）の推進
⑦地震・津波による自然環境への影響の把握（自然環境モニタリング）

青森県蕪島と福島県松川浦との間に、 地域の自然やくらし、震災の痕跡、利用者と地
域の人々など、様々なものを「結ぶ道」を設定し、標識、トイレ、案内所等の利用施設を整
備。集落地を通るルートの設定の際は、災害時の避難路としても活用可能に

【期待される効果】
新しい利用形態の構築、利用の促進、利用者と地域の人のふれあいによる交流の促進

●概要

地域の資源調査、東北海岸トレイル
の設定方針等の検討・策定

路線の設定（実施可能な地域から着手）、管理
体制の検討

利用促進のための普及啓発（ﾓﾆﾀｰﾂｱｰ、
ｳｫｰｷﾝｸﾞｲﾍﾞﾝﾄの実施、HPでの広報）

標識、トイレ、案内所等の関連施設の
整備（②施設整備の再掲）

●スケジュール
H23年度 H24～25年度 中長期（H26年度～）

・地域の資源調査、設定方針等の
検討、策定 ・路線設定、普及啓発

・管理体制の検討
・施設整備

④南北につなぎ交流を深める道（東北海岸トレイル）

八戸市
蕪島

相馬市
松川浦

鵜の巣断崖 蕪島

浄土ヶ浜

松島

碁石海岸

鵜の巣断崖

長距離自然歩道とは

多くの人々が四季を通じて手軽に楽
しくかつ安全に国土の優れた風景地等
を歩くことにより、沿線の豊かな自然
環境や自然景観、さらには歴史や文化
に触れ、日本の風土を再認識し、併せ
て自然保護に対する意識を高める。

【目的】

法律に基づくものではなく、環境省
の施策の一つ

ルートなどの各整備計画は環境省と
して決定

【制度】

計画主体：環境省

整備主体

・国立公園内：環境省

・国立公園外：都道府県

（45％は国が交付）

【計画主体と整備主体】

現在の「東北自然歩道」

整備期間：平成２年度～８年度 路線延長：4,374㎞

コンセプト：新･奥の細道

福島県白河市旗宿を起点とし、東北６県をめぐり福島県
郡山市を終点とする229のコースと連絡コースから構成

年間利用者：1,014.9万人（全国の自然歩道の中で最多）

東
北
海
岸
ト
レ
イ
ル

既
存
の
東
北
自
然
歩
道

500km以上?

東北海岸トレイルのテーマ

風景（自然・人文風景）、歴
史、文化（風俗・食）、人々と
の出会いなどを味わい尽くす
旅を提案

徒歩の時間感覚だからこそ
見えてくる東北の奥深さを伝
える

東北の奥深さを体験/知る機会を提供する
こと

車でスポット的に観光地
を訪れるスタイル
多面的で奥深い魅力には
触れることができない

従来
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コンセプト（案）

東北を南北に結ぶ。優れた風景、地域のく
らし、人々の思いを結ぶ。

ハイカーにも地域住民にも親しまれるみち

地場産業への貢献、地域活性化

地域住民とハイカーとの出会い。交流人口
の拡大

自然の脅威・教訓を伝える。

避難路としても活用できるみち

色々な
楽しみ方 展望良好

漁業体験

里海の景観

住民とのふれあい

観光船

生活文化体験

メインルート

災害遺構

自然景観

観光拠点

バス停など

至･種差海岸

至･松川浦

セクションハイク

地元食材

セクションハイク

鉄道

鉄道 道の駅

集落

利用施設（トイレ・駐車場など）

既存のみち
を活用

漁村集落のなかの道

イメージ写真

冒険心をそそられるみち砂浜

イメージ写真

漁村集落のなかの道

車道遊歩道

モニターツアーの位置づけ

関係団体の声
アウトドア関係、ウォー
キング関係、雑誌、マ
スコミ、観光関係

地元自治体の声一般市民の声

東北海岸
トレイル構想

環境省作成

より良いものに！

実現へのステップ！

方向性！

モニターの皆様へのお願い

肩肘を張る必要はありません。普段の感覚で。
「いいこと言わなきゃ…」→×

「個人的な意見」、大歓迎です。

「後ろ向きな意見」、必要です。

会話のなかから生まれるものも大切に。

楽しく。

最後にアンケートと「体験記」の作成をお願い
します（ので、お忘れなく…）



健康調査票 

 

モニターツアーへの参加にあたり、健康状態を把握する大切な資料となりますので可能な

範囲で正確にご記入ください。ご記入いただいた個人情報は適切に管理し、モニターツアー

以外の目的には一切利用いたしません。 

 

ふりがな 

 氏 名               

 

① 現在治療中、又は継続して病院等に通って診察を受けている病気、けがはありますか？ 

 

   いいえ ・ はい（内容：                   ） 

 

② 現在常用している薬はありますか？ 

 

   いいえ ・ はい（内容：                   ） 

 

③ 医師から運動に関してなんらかの制限・注意を受けていますか？ 

 

   いいえ ・ はい（内容：                   ） 

 

④ 普段運動（スポーツ・ウォーキング・ランニング・登山など）はしていますか？ 

 

   いいえ ・ はい（内容：           頻度：   回／月） 

 

⑤ その他、ご自身の健康・体力について気になること（腰や脚の痛み、睡眠不足、アレル

ギーなど）があればお知らせください。 

 

 

 

 

⑥ 万が一、怪我などの事故が発生した場合の緊急連絡先を教えてください。 

   氏名  ： 

   電話番号： 

 


